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質問 Q3 に対する正解は NO であると書いた。質問をちょっとだけ変えて再録す
る。「変更」が質問の本質を変えていない事に注意されたい。
• Q1:サイコロを６回振ったら、５→５→３→２→４→１という順に目が出たとします。こ
んな出方を珍しいと感じますか？
• Q2:サイコロを６回振ったら、１→２→３→４→５→６という順に目が出たとします。こ
んな出方を珍しいと感じますか？
• Q3:サイコロを６回振った時、５→５→３→２→４→１という順に目が出る確率と、 １
→２→３→４→５→６いう順に出る確率は違うと思いますか？
Q1とQ2では「こんな出方」という書き方をしている。Q1を読んだ人は、問われている
のは「５→５→３→２→４→１」という特定の出方にかぎらず、これに代表されるある種
の一群の出方に関しての質問と読むことができる。
これに対して、Q3では「５→５→３→２→４→１に代表される一群の出方」という読みか
たはできない。確率論の知識を持った人はこの質問にNOと答えざるを得ない。
しかし、Q1とQ2に答えるとき人は、無意識に
• Q3´:サイコロを６回振った時、５→５→３→２→４→１というような順に目が出る確率
と、 １→２→３→４→５→６いうような順に出る確率は違うと思いますか？
という質問に答えているのではないだろうか？この質問であったら、確率論の知識を
持った人も「YES」と答えられる。「 １→２→３→４→５→６に代表されるような何らかの
規則性をもった事象」の確率と、「５→５→３→２→４→１に代表されるような特に規則
性を持たない事象」が異なる確率を持っていて何ら問題はない。Q3´への回答とQ3へ
の回答が独立であっても不思議ではない。
人はものごとを「特別なオーラを放つ事象」と「その他大勢事象」に分けて認識してい
るのではないか。そして「特別なオーラを放つ事象」でありかつ「出会う確率が低い事
象」が「珍しい事象」になる。
人は「何らかの規則性をもった事象」にオーラを感じるようである。「規則性」を持った
現象の研究が法則の発見につながった成功体験の蓄積があるからだと思われる。
メールでの回答にコメントがつけられているものが多かった。中に「結果が公開される
のなら、A1, 心情的にはA4」と書かれたものがあった（ここでの「解析」ではA1を採用
した）。この例に限らず、データ全体の分布の裏に「心情」と「信条」の衝突が透けて見
えるように思われる。
ポスターによる調査について
Q12(一致？)
YES NO
調査法
ポスター 36% 64%
メール 22% 78%
表２から調査法によって条件づけたときの条件付き確率も求められる。
この結果は回答が調査法によって違うことを意味している。詳述はしないが、
情報量規準によるモデル評価は「調査法」の影響が統計的に有意であること
を支持する。調査対象の差かもしれないが、他人の回答分布を見ることの影
響があるに違いない。
ポスターによる調査のデメリットであるが、調査のそもそもの目的が「珍しさ」
なるものをデータに基いて考えてみましょうということであり、結果を見ながら
討論できるメリットは大きい。
